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日・米・英・仏・独/教科書で学ぶ「国土とインフラ」

[第13回]日本の中学「社会科J教科書から学ぶ①

一 脆弱 な 国土 に暮 ら す 日 本人 と 防災 ・ 減災教育 (中学地理) 一

教育基本法改正と学習指導要領の改訂

2006(平成18)年12月， わが国 では戦後はじ

めて教育基本法が改正され， 教育の目標として「公

共の精神に基づき， 主体的に社会の形成に参画し，

その発展に寄与する態度を養うことJ. I伝統と文化

を尊重し， 我が固と郷土を愛する態度を養うこと」

などの規定が新たに設けられました。

また， これを受けて， 学校教育j去をはじめとする

教育3法が改正され 2008(平成20)年3月には小

中学校の学習指導要領が， 2009(平成21)年3月

には高等学校の学習指導要領が改訂されました。 そ

して， この新しい学習指導要領のもと， 小・中・高

等学校で用いうれる教科書の検定が順次実施され，

201 1 (平成23)年4月からは小学校で， 201 2 (平

成24)年4月からは中学校で， そして2013(平成

25)年4月からは高等学校で， 新しい検定教科書を

用いた授業が全面実施されています。

国土学アナリスト 森田康夫

(31 5時間→385時間)， 理科(290時間→385時

間)， 外国語(315時間→420時間)と， 必須科目の

いすれもが1�3害Ijの授業時数増となっています。

しかし， 筆者の中学時代(昭和53�55年度)の年

間標準授業時数は， 国語525時間， 社会455時間，

数学420時間， 理科420時間， 外国語315時間で

したので， その頃に比べれば， 国語と社会の授業時

数はまだまだ少ないと言えますD 筆者は， 戦後最も

濃密な学習指導要領と呼ばれた「現代化力リキュラ

ム」の最終学年であり， 一つ下の学年かうは「ゆと

り力りキユラム」が始まりました。

学習指導要領改訂のポイント(中学地理)

中学校社会科(地理的分野)の学習指導要領改訂の

ポイン卜は「世界の諸地域」と「日本の諸地域」と

いう学習単元の充実 地図の読図・作図など地理的

技能の重視， 身近な地域の調査の学習における諸課
かん

題を解決し地域の発展に貢献しようとする態度の酒

年間の標準授業時数の増加 養となっています。

学習指導要領の改訂に呼応するかたちで， 学校教 そして， この学習指導要領の改訂は， 検定教科書

育法施行規則で定められている小中学校の教科ごと (教育出版， 帝国書院， 東京書籍， 日本文教出版)の

の年間の標準授業時数にも変更がありました。 中学 具体的な学習項目-内容に大きな影響を与えました。

校の年間の標準授業時数をみると 国語(350時間 例えば， I世界の諸地域」では， 旧教科書のよう

→385時間)， 社会(295時間→350時間)， 数学 に「幾つかの国J (アメリ力合衆国+中国+欧州1
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日本文教出版(④)
6.3% 

東京書籍(①)
47.9% 

2012年度中学地理教科書総採択冊数に
占める各出版社の占有率
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砂学習指導要領の改訂を踏まえ，いずれの教科書も，日本を

7つの地域(地方ブロック)に区分し，それぞれの地域に
ついて，中核テーマを軸にしながら司国土整備の歴史司自

然災害と対策略インフラ整備と産業・生活への影響等に

ついて詳説。|コ大幅なページ増|

砂地方ブロック単位の視点で見ることによって，また，日本
のすべての地域の地誌的特徴を-っす‘つ丁寧に解き明か
すことによって，国土への働きかけ(の歴史)とその効果
が鮮明に記述されることに。

旧検定教科書 新検定教科書

47都道府県の中から 日本を幾つかの地域(7つの
幾っか(3つ程度)の|吟|地方ブロバ)に区分し司そ
都道府県を取り上げ れぞれの地域について

新しい中学地理教科書の特徴

国の計3か国)を事例として取り上げるのではなく，

新しい教科書はいすれも， 世界を6つの州(アジア，

ヨーロッパ， アフリ力， 北アメリ力， 南アメリ力，

オセアニア)に区分し それぞれの地域的特色を理

解させるようになりました。

また， I 日本の諸地域」でも， 旧教科書のように

「幾つかの都道府県J (3つの都道府県)を事例とし

て取り上げるのではなく， 新しい教科書はいすれも，

日本全国をアつの地域(地方ブロック)に区分し， 次

のアつの中核テーマ(考察の仕方)と組み合わせなが

ら， それぞれの地域の地域的特色をとらえさせる内

容構成となりました。

(ア) 自然環境を中核とした考察

(イ) 歴史的背景を中核とした考察

(ウ) 産業を中核とした考察

(工) 環境問題や環境保全を中核とした考察

(オ) 人口や都市 ・村落を中核とした考察

(力) 生活・文化を中核とした考察

(キ) 他地域との結びつきを中核とした考察

こうした世界地誌- 日本地誌の学習内容の増加に

伴い「世界の諸地域J と「日本の諸地域」のページ

数は各社とも2�3倍に増加しており， これが新し

い中学地理教科書のページ数の大幅増につながって

います。

「世界と比べた日本の地域的特色」

中学校社会科(地理的分野)の新学習指導要領は

「世界的視野から 日本の地形や気候の特色， 海洋に

固まれた日本の国士の特色を理解させるとともに

国内の地形や気候の特色， 自然災害と防災への努力
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教科書の記述例/自然災害と防災[叫帝国書院「社会科中学生の地理伽|
すがたと日本の国土J (平成23年3月検定

を取り上げ， 日本の自然環境に関する特色を大観さ

せる」などとしており， 全ての中学生は， 日本の国

土の脆弱性(厳しい自然条件)と防災- 減災対策に関

する知識を教科書かう習得できます。

検定教科書は， いすれも本文8�12頁を割いて，

日本の国土の特色や自然災害と防災・減災への取り

組みを次の通り説明しています。

-世界には大地の不安定な地域と安定した地域があ

るが， 日本は環太平洋造山帯に属し， 地震や火山の

多い不安定な大地上に位置している。

・ 日本の地形は， 中央を走る脊梁山脈によって日本

海側と太平洋側に分断されておリ， 規模の小さな堆

積平野が臨海部に点在している。 また， 日本の河川

の多くは， 短くて急流である(二〉各社とも， 日本と

諸外国の河川の延長・勾配に関する比較図を用い て

説明し ている)。

- 日本の河川の特徴を「短くて急流であるjと説明

した後， 東京書籍では「日本では一年をとおして雨

が降りますが， その降リ方が季節によって異なリま

す。 そのため， 川の水量の変化が大きく， ふだんは

河原が広いところでも， 大雨が降るとJljはL\っ!f\、

に水が流れます。 このため， 川の上流部にダムをつ

くリ， 川の水量を調節したリ， 水資源の確保や電力

の開発を行ったリしていますJ， 教育出版では「川

は農業や工業， 生活のために重要な水資源ですが，

急流であるために雨水が短時間で海まで流れます。

このため， ダムや堰を造って， 水をためる工夫がな

されています。 タムには洪水を防ぐ役割もあります

が， 下流まで土砂が流れず海岸が浸食されたり， 生

51 



「日本の諸地域Jでの防災・減災の教育

九州地方
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近畿地方

中部地方

東京書籍 | 教育出版 | 帝国書院 | 日本文教出版

[環境問題や環境保全を中核と 1 [環境問題や環境保全を中核と 1 [自然環境を中核とした考察] 1 [環境問題や環境保全を中核と
した考察 した考察 10梅雨や台風などの集中豪雨|した考察]
0台風(豪雨・強風)に備えな10九州南部や西南諸島は台風|によって洪水や土砂くずれな10火山災害， 大規模な風水害
ければならない九州地方(本文|の襲来も多く， 大きな被害を|どの自然災害が多い九州地方|の多い九州地方(本文8行)
5行 受けることがある(本文2行) 1 (本文3行)
0土砂くずれの原因と土砂く10雲仙岳(平成新山)をはじめ10桜島火山防災への取り組み
ずれによる影響・ 被害。 対策|とする火山災害の状況(本文51(本文6行)と島原の火山災害
としての砂防ダムの建設 間|行 1(コ ラム)
伐や植林。(本文15行 10シ ラス台地の生活(土砂災10ハザードマップから防災を
O福岡市:都市型洪水とその|害防止の取り組みやハザード|考えよう(テーマ学習)
対策(地下貯水施設による雨水|マップ 作成をすすめる鹿児島
貯留， 防災マップの作成)(本|県や鹿児島市)(本文16行)
文9行)

[人口や都市・村落を中核とし 1 [人口や都市・村落を中核とし 1 [他地域との結びつきを中核と
た考察 た考察 した考察]

[人口や都市・村落を中核とし
た考察]
0巨大地震(南海地震・東南海
地震・東海地震)に備えて(コ
ラム)

[歴史的背景を中核とした考
察]
0琵琶湖・淀川・大和川の歴
史と役割(水上交通路から近畿
地方の水源へ， 琵琶湖の環境
保全) (本文10行)
Olili図からわかる地域の歴史
(淀川と大手11川の河川改修(コ
ラム)

[産業を中核とした考察 1 [産業を中核とした考察 1 [産業を中核とした号旗 1 [I}在来を中核とした考察]
0黒部ダム(口絵写真 10北陸地方:用水路や排水施10北陸地方:ダム， 駈|山， 放10波!昔、|乙野西部の輪中と排水
O波尾平野の輪中地帯(写真解|設(大河津分水路 等 )の整備，1水路整備の効*→令1"1イ{数の|技術*州市jによる洪水被害の低
説 干拓などによる新田開発(土地|米の産地に(本文6行 減(本文4行)
0越後平野:河川改修と水田|改良)→米の収穫量の増加(本
開発(写瓦解説 文7行)

{歴史的背景を中核とした考 1 [歴史的背景を 中核とした考 1 [環境問題や環境保全を中核と
察 察 した考察]
O自然災害への備え(堤防や水101近畿のみずがめ」琵琶湖10琵琶湖・淀川水系の水源と
門， 監視システムなどの高潮・|の特徴・役割， 周辺開発と水|しての役割と水質改善の取り
洪水対策， 阪神・淡路大震災|質悪化， 環境保全の取り組み|組み(本文10+7行)
を踏まえた住宅の耐震化， 津|とその効果(本文35行)
波対策等)(本文10行)

関東地方

東北地方

北海道地)j

[他地域との結びつきを中核と 1 [人口や都di .村部を'11岐とし 1 [他地域との結びつきを中核と
した与紫 た身寮 した考察]

[生活・文化を中肢とした号制 I [生活・文化を中肢とした考察] I [生活・文化を中核とした考察]

[自然環境を中核とした考察] 1 [歴史的背景を中核とした考 1 [自然環境を中核とした考察1
0火山災害に備えたハザード|察 10火山防災への取り組みをみ
マップの作成(本文4行 る(有珠山火山防災マップほ

か)(テーマ学習)

態系に悪い影響を与えるとL、 う問題も起きていま

す」と， ダムの役割やダム整備による効果・影響が

l記述されているO

-世界的視野からみると， 日本の多くの地域は温帯

に属し， 梅雨や台風， 冬の降雪などの影響もあって，

年間の降水量は多い。

・ 日本国内でみると， 南と北， 太平洋側と日本海

側， 内陸部と臨海部とで， 気温， 降水量とその月別

の変化などに違いがみられる(冬: 日本海側の雪。

太平洋側の晴天)。 なお， 東京書籍では， r瀬戸内地

方などの雨が少ない地域では， 稲作などに使う水を

[他地域との結びつきを中核と
した与祭]
011JIIの'Ij�"のための協JJ(平IJ
制川・荒川・多摩川の利水) (コ
ラム)

[生活・文化を中核とした)5"祭]

[自然環境を中核とした考察1
0火山災害(有珠山噴火による
洞爺湖温泉付近の大被害等)と
対策(避 難情報の発信， 防災
マップによる避難経路の確保，
砂防ダムの設置など )(本文9
行)

※[ ]内書きは各地方の中核テーマ(考察の仕方)
※自然災害， 防災・減災， 水・国土管理に関する記述を取り上げ

52 

確保するために， 古くからため池がつくられてきま

した。」と， 農業基盤整備(国土への働きかけ)の歴

史が補足説明されている(コ教育出版にも同種の記

述あり) 0 

・ 日本には， 地震， 洪水， 津波， 高潮， 土石流， 火

砕流， 冷害， 干害， 雪崩などの自然災害の発生しや

すい地域が多く， 各種の防災 ・ 減災対策(河川堤防，

ダム， 地下調節地， 海岸堤防等の整備， 避難場所や

避難路の設置， 災害の危険地域の指定， 気象予報の

高度化， 地震 ・ 津波警報システムの整備， ハザード

マップの作成など)を進めてきた(コ例示されている

セメント - コンクリート No. 830， Apr 2016 



災害の種類や防災対策のメニューは， 教科書によっ

て異なる)。

「日本の諸地域」 における防災・減災教育

九州地方の地誌で東京書籍は [写真]土砂くす、

れにより脱線した列車の復旧作業(鹿児島県指宿市

2007年)， [図]全国の土砂災害発生件数(国土交

通省資料)， [写真]土砂や木の流出を防ぐ砂防夕、ム

(熊本県美里町2007年)などの資料を用いて， 土砂

災害問題とその対策について， 中学生にもわかりや

すく説明しています。

防災・滅災に関する記述例(東京書籍)
「火山が多い九ナ1'1の多くの地域には， 水がし

みこみやすく， もろい火山性の地層が広がって

います。台風や梅雨前線の影響で豪雨が続くと，

斜面はくずれやすくなリ， 土砂くずれを引き起

こすことがあリます。 土砂くずれによって斜面

の木が流れたり， 台風の強風で木がなきゃ倒され

たリすると， 人々の生活への被害がさらに拡大

するうえ， 地域の林業などにも打撃をあたえま

す。 これらの木が川の流れをせきとめると， 低

\ \土地では水害の危険も 高まリます。 そこで，

これらの地域では， 河川の上流に土砂や木の流

出を防ぐ砂防ダムを建設しています。 また， 間

伐や植林を行うなど， 山林に計画的に人の手を

入れることによって， 森の保水力 を 高める取り

組みも展開されています。 このように， 九州地

方では， ほかの地域とは異なる地質や気候がも

たらす問題に対して， さまざまな対策が行われ

ています。 これにより， 人々は安全な生活を送

ることができるのです。」

近畿地方の地誌で日本文教出版は， I地図からわ

かる地域の歴史」というコラムを設けて， 淀川と大

和川の河川改修の歴史を紹介しています。

中部地方の地誌で帝国書院は， I冬の積雪量が多

い北陸の農業の特色は， 稲作の占める割合がとても

高いことです。 北陸では春になると大量の雪がとけ

て， 7Jくを豊富に得る ととができますが， 音は洪水が
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教科書の記述例/九州地方:土砂災害と対策
[出典:東京書籍「新しい社会・ 地理J (平成23年3月検定) ] 

たびたび発生していました。 現在はダムや堤防， 放

水路の整備を進めることで， 豊かな水を有効に使え

るようになり， 全国でも有数の米の生産地になりま

した。 」と， 治水事業や農業基盤整備による稲作の

生産性向上を説明しています。

「日本の国土は脆弱で、ある」 という認識から

地震， 津波， 火山噴火， 洪水， 土砂崩れなどの自

然災害が頻発する国土の上で， 私たち日本人は暮ら

しています。 こ と5年聞を振り返っただけでも， 東

日本大震災(東北地方太平洋沖地震)， 201 1年台

風12号風水害(紀伊半島豪雨)， 2012年 九州北部

豪雨，2014年8月豪雨(広島市の大規模土砂災害)， 

2014年の御獄山噴火災害 2015年9月関東 -東

北豪雨(鬼怒川の堤防決壊)など 大規模な自然災害

が頻発していることがわかります。

また， 近年は， 冬に記録的な寒波が到来し， 北 海道・

東北・北陸といった積雪寒冷地域だけでなく， 首都

圏や中部圏 -近畿圏， さうには中国 -四国 -九州といっ

た地域を含め， 日本列島各地が記録的な大雪に見ま

われ， 交通の麻庫やライフラインの切断など， 甚大

な被害が発生しています。 この冬の大雪は， まだ記

憶に新しいところです。

私たち日本人は， イギリス， フランス， ドイツ，

アメリ力といった国々とは大きく異なる， 乙のきわ

めて厳しい条件を備えた国土に働きかけながら， 安

全で快適な生活環境を築いていかなければ芯うない

のですO

[次回「交通インフラが日本の経済成長・

地方創生を実現する(中学地理)Jに続く]
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